
２０２６年６月２８日 礼拝説教要旨 

ヨハネによる福音書講解説教８４「思い出せ、主の真実を」 

イザヤ５９：２１、ヨハネ１５：２６〜１６：４ 

 

キリスト教の歴史は迫害の歴史と言っても過言ではありません。それはヨハネ福音書が初めか

らイエスさまを光、この世を闇と対比しているように、この世とは馴染めないものだからです。

馴染んでいれば、逆にそれはどこか信仰的におかしいと言わなければなりません。わたしたち

が洗礼を受けて信仰者として生きることは、これまでの生き方と変わってくる、あるいはこれ

までの生き方を否定して新しく生き直すことだからです。イエスさまは「人は、新たに生まれ

なければ、神の国を見ることはできない」（３：３）と言われました。 

 

ここに「会堂から追放する」（１６：２）という言葉があります。この「会堂」（シナゴーグ）

は、ユダヤ教の礼拝所のことです。ですからここにはユダヤ教からの迫害、追放が背景にある

と言われています。何よりイエスさまを十字架へと追いやっていくのは、当時のユダヤ教の律

法学者やファリサイ派、祭司長たち、いわゆるユダヤ教の中枢にいた人たちでした。彼らが最

高法院（サンヘドリン）と言われる議会を構成しており、そこで裁判が行われて、イエスさま

は死刑にされるためにローマの総督ピラトのところに送られました。これは福音書が共通して

伝えていることです。そしてその後も使徒言行録によれば、教会がユダヤ教から迫害される記

録が多数残されています。 

 

このユダヤ教の迫害がいよいよ組織的になり本格化していく、その一つの契機になったのがユ

ダヤ戦争と言われています。これは紀元６０年代の半ばに起こりました。ローマ帝国の圧政に

よりユダヤ人が一斉に蜂起して全面戦争になりました。しかし７０年にエルサレムが陥落して

神殿が破壊されました。ところがマサダと呼ばれる自然の岩山の要塞にユダヤ人約千人が籠城

して、最後の抵抗を試みます。この岩山の上に礼拝所や学校まで作って３年近くも立てこもっ

たのです。けれども最後ユダヤ人たちは集団自決してしまう。ただこの出来事はユダヤ人の信

仰の一つの証しとして結束を強める出来事にもなりました。しかしその抵抗したユダヤ人の中

にキリスト者は誰一人加わっていませんでした。イエスさまの教えに背くとして戦うことを拒

んだのです。それがキリスト者への反感として根深く残ったと言われます。やがて８５年から

行われたユダヤ教のヤムニア会議においてキリスト教は正式にユダヤ教から異端として認定さ

れました。ヨハネ福音書が書かれたのは、紀元１００年頃と言われていますから、その頃は、

すでにユダヤ教の会堂からキリスト者が追放されることが日常的に行われていたと思われます。

ユダヤ人にとって会堂は神さまを礼拝する場所であり、信仰の拠り所です。そこから追放され

ることは、ユダヤ社会では生きていけないことを意味します。 

 

イエスさまは、すでにそうなることを告げておられます。「人々はあなたがたを会堂から追放す

るだろう。しかも、あなたがたを殺す者が皆、自分は神に奉仕していると考える時が来る。彼

らがこういうことをするのは、父をもわたしをも知らないからである」（２〜３節）ユダヤ教の

人たちは、そのようにキリスト者を迫害することが正しいこと、神さまに奉仕することだと信

じてそうするのです。それは神さまのこと、イエスさまのことを知らないからだとイエスさま

はここでおっしゃいます。そういう無知がそうさせる。イエスさまが十字架におかかりになら

れた時も、イエスさまは父なる神さまにこう祈られました。「父よ、彼らをお赦しください。自

分が何をしているのか知らないのです」（ルカ２３：３４）自分たちが何をしているのか知らな



い。神さまの独り子を十字架につけていることを知らない。だから平気でそういうことをして

しまう。無知というのは恐ろしいことです。 

 

しかし得てして罪というのは、そういうものです。自分では良いことをしている。神さまに奉

仕していると思っている。正義感から、善意からそうするのです。ユダヤ教の立場で言えば、

何やらナザレ出身の男が自分は神の子だと言っている。神殿で両替人の台をひっくり返して好

き勝手している。それは神さまを冒涜することではないか。そんな男を野放しにしていいのか。

そうやって正義感からイエスさまを捕らえて殺すことにする。けれども、それが無知によるも

のであることに気づいていない。世の中に起こることもそうでしょう。戦争にしても、そこに

は大義名分があって、自分たちの信念があって、それが恐ろしい戦争を起こす、人を殺すこと

を正当化するのです。でもそこに本当に神さまはおられるのか。神さま抜きに判断していない

か。そのことを立ち止まって考える必要があります。けれどもそれをしない。どこまでも自分

の正義を貫く。そうやって人は罪を犯します。 

 

けれども、いよいよ自分たちが会堂から追放されることが起こった時に、「ああ、そう言えばイ

エスさまはそうなると言っておられた」そのことを思い出すとイエスさまは言われます。「しか

し、これらのことを話したのは、その時が来たときに、わたしが語ったということをあなたが

たに思い出させるためである」（４節）ここで弟子たちが思い起こすことは、何よりイエスさま

の言葉であり、その言葉は必ず実現するというイエスさまの真実です。人間の独りよがりの正

義感に真実があるのではない。それは必ず間違いを犯す。けれどもイエスさまの言葉は真実で、

必ずその通りになる。そのことを思い出すことが大切なのです。 

 

イエスさまは神さまの言葉そのものです。「言は肉となってわたしたちの間に宿られた」（１：

１４）神さまの御心、神さまの真実がすべてイエスさまに現わされている。そのことを思い起

こす時に、わたしたちはどんなに理不尽なことでも、一方的に迫害されても、耐え忍ぶことが

できるのではないでしょうか。イエスさまが十字架で死んで三日目によみがえられたように、

わたしたちもその先の命を望み見て、それに耐えるのです。「道であり、真理であり、命である」

（１４：６）イエスさまがわたしたちを父なる神さまのところに導いてくださる。 

 

そして、このことを常に思い起こさせてくださるのが聖霊です。「わたしが父のもとからあなた

がたに遣わそうとしている弁護者、すなわち、父のもとから出る真理の霊が来るとき、その方

がわたしについて証しをなさるはずである」（１５：２６）わたしたちはこの困難な時代を一人

で立ち向かうのではありません。「弁護者」（パラクレートス１４：１６、２６）である聖霊が、

いつも側にいて、わたしたちにイエスさまの言葉を思い起こさせてくださいます。どんなにこ

の世に真実があるように思えても、そういう力を見せつけられても、そこに真実があるのでは

ありません。まことの神さまの言葉、イエスさまにこそ真実がある。わたしたちはそのことを

自らの存在をもって証言しているのです。 

 

天の父よ。幾多の困難の中でも、ただあなたの言葉を頼り、そこに真実があると信じて耐え抜

く知恵と力と勇気を与えてください。そのために聖霊がわたしたちに主の言葉を思い起こさせ

てくださる幸いを覚えます。どうか聖霊を注いでくださり、あなたのみを見上げて歩む器とな

らしめてください。主の御名によって祈ります。アーメン。 


